
   

 

                                                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

                     

                      

 

「他人のことに注意を払う」 

秋田郁美 

何事も利己心や虚栄心からするのではなく、へりくだって、互いの相手を自分より

も優れた者と考え、めいめい自分のことだけでなく、他人のことにも注意を払いな

さい。                     ピリピ：2；3       

今年の夏は過去に例のない猛暑で、9 月に入った今でもまだ「暑い」と口にしない日はあ 

りません。地球全体が「沸騰化」しているそうで、生きていくだけでも精一杯というような

大変な時代に入っているように思います。そうなると人間は自分のことだけに関心を向けが

ちです。人間の中には自己中心性があります。しかし、聖書は他人のことに注意を払いなさ

い、と勧めています。 

私たちにとって他人とは、家族以外の周りにいる人たちですが、この世界には普段私たち

が接することのない人たちがたくさん生きています。その中には様々な病気や障害をもって

いて、普通に生活することが困難な人たちもいます。私たちの住んでいる町田市でも、病院

に行けば、抗がん剤治療をしている人がたくさんいますし、施設や作業所に行けば何らかの

障害をもっている方たちがたくさんいます。町田市には聾啞学校もあります。ともすると、

私たちはそのような方々と自分たちは違う、と思ってそこに隔ての壁を作ってしまっている

ことはないでしょうか。しかし、私たちは皆同じ人間であり、皆神に造られた者です。人間

として生きていることに何の違いもありません。 

最近 NHK の「心の時代」で、生まれつき重度の障害のある 18 歳の娘さんと、そのお母さん

について特集されました。手足に奇形があり、眼球がないという状態で生まれた娘さんに最

初は絶望したお母さんでしたが、彼女なりに成長してできることが増えていく様子を見て、

どんな命にも意味があることを知ったといいます。多くの人の助けがなければ生きていけな

い障害をもった方々がたくさんいますが、私たちも一人では生きていけません。どんな人も

神がお造りになった特別な、大切な存在です。 

今年第 169 回芥川賞を受賞した小説「ハンチバック」の作者、市川沙央さんも、重度障害

者です。小説の中で、紙の本を読むということが障害者にとってどんなに大変か、というこ

とを訴えていました。そして、障害者も人間として、健常者と全く同じように生きているの

だ、ということがこの小説を読むと分かります。私たちは、自分はこの人たちとは違う、と

いうおごりを捨てて、この世界に生きる全ての人たちに関心を持たなければいけないと思い

ました。 

 

月報「ぶどうの木」 
         2023 年 9 月号 

日本フリーメソジスト教団 

町田福音キリスト教会 

8/6 佐藤寛子姉と最後の礼拝 祝福を祈ります！ 
8/17教団ティーンズキャンプ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                              

9月役員会決定事項 

・8月度の経常会計・基金会計・建造物会計が承認された。 

・10月 29日(日)礼拝の中でギデオン協会の平井規裕（のりひろ）兄に報告と証をしていただく。午後は

男性会・女性会の日だが、持ち寄りで愛餐会を行い、その中でも平井兄にお話ししていただく。 

・礼拝後にお茶とお菓子で交わりの時間を持つ。第二・第四聖日礼拝後に用意しておく。コロナ感染に

は気をつけること。 

・山田龍儀兄に礼拝中 Zoom配信など手伝ってもらっているが、正式な雇用契約を交わすこととする。 

・10月 1日（日）海外宣教大会、11月 5日（日）日立大久保教会で説教奉仕のため、牧師が不在となる

が、町田の礼拝は録画した説教ビデオを見ていただくことにする。 

 


